
B 3

tO6　被　服

明冶期夜版の研究― 第ﾄ報一　近江・;J^林家（£ ）
昭和セ大叡政　　村井不二子　　後藤好子

昭和々短大　　oや蔵裕子

〔(社)日本家政学会

　目的　本報13 .明冶期におりる洋装導Xの背景と. ’fの特質にっいマ･研究吉す-^めるた

め. 基礎的データの収集としマの哭態調査かり、第九報に§1 きつイいマヽ滋賀県愛知郡小

林家所蔵の洋装噴料にっい-1 . 吋の一都t報^寸るものrある。

　名汰　砥九報にｔへきっづヽき、本報にお｀いフば、ガウこ/、立衿シTヽｿと股引の組み合わせ、

白麻地ジャワヽ八にっい1 ヒリあけ、同様に形態、奈材.名ヽ部計測による構成ﾉ､･タ-ンの

検討、縫製技法、付属島嘔の嚇質についマ報き寸心。

　結果　かうンは、絹の表m（こげ早急）ヒ裏地（ぼ艮ん包）の配色タめざやかブ.木綿

ず）たを全体に張'J 、手緩いのスラヽ元

生にすイトヽかウシ5:して鴻用されたものと忌われろ砂. 袖の切り替え、紐によゐ*'タン

タ巾こ峙色かみられ･機能姓ヒ同時に、参の込んた縫製、デずイy 的配ﾉiLから'^^ ･一着の

■ifしゃれ* とし７の要素ダ夏い。立衿シャツと股引の涜いは縞納のつうyネル:tlSマ｀,下４

ヒ考応られ、衿のかタンV3 、カラーの着脱のためとおtわれみ。この賀料ほバフイシャツ、

カうーヽカフスといった一連のJi農名芸＼こかかりる点で右興味深い0 ジヤワ■ソトロ、単は

立１であり- 直韓的な形忽川^系ブロあるかヽ、奢広型い3賓なったデツイン咸噫13 今も新

鮮rめろ。本賀料からは、洋瓦史上ま洗をな^瓶緬如な基本型かりの応吊. ゑ開ヽ創恚工

夫などの嚇色命う分ダわれゐ、
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